
弥生時代～   調査区の中央には、谷状地形が存在し、調査区北東端でその最上部確認した。ここから

古墳時代 尾根は分岐するが、住居跡等の遺構が確認されたのは西側の尾根上である。

西半部で、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての竪穴住居が 8棟検出されたが、全

体のプランが残存していたのは4棟である。

竪穴住居SB01 4.Om× 4.6mの 方形の竪穴住居で、4本柱である。床面直上まで削平されており、尾根側

の西壁部で約10cm、 谷側の東壁部では、2～ 5 cm程度、壁面の立ち上がりが残存していた。

一部に焼土とえが検出された。出土遺物は細片が多く、時期を明確にしがたいが、古墳時

代初頭頃の住居であると考えられる。
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61.高津橋大塚遺跡 第 2次調査
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fig 511 調査区全景
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SB03 平面図 。断面図
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fi9 516 SB04 平面図 。断面図

0            2m

4.4m× 3.5m以上の方形の竪穴住居で、4本柱である。床面直上まで削平されており、尾

根側の西壁部で約10cm、 谷側の東壁は完全に失われている。柱穴の検出状況から、東西方

向約4.Omの プランであると考えられる。一部に焼土と炭が検出された。出土遺物は細片が

多 く、時期を明確にしがたいが、古墳時代初頭頃の住居であると考えられる。

4.6m× 3.Om以上の方形の竪穴住居である。尾根側の西壁部で約10cm、 壁面の立ち上が

りが残存 していたが、谷側は削平されて残っていない。柱穴、中央土坑等の存在は確認さ

れなかった。時期を特定できる遺物の出土がなく、時期は不明である。

3.2m× 2.Om以上の方形の竪穴住居である。尾根側の西壁部で約10cm、 壁面の立ち上が

りが残存 していたが、谷側は削平されて残っていない。柱穴、中央土坑等の存在は確認さ

れなかった。時期を特定できる遺物の出土がなく、時期は不明である。

3.lm× 2.9mの方形の竪穴住居である。柱穴は確認できなかった。炭化材及び焼土が良

好に残存 してお り、屋根に葺かれていた植物遺体 も一部残存 していた。古墳時代初頭の住

居である。
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fig 518 SB05 平面図・1断面図
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S B06

拡張前

拡張後

中央土坑

S B07

fig 520 SB06 平面図・断面図
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61.高津橋大塚遺跡 第2次調査

古墳時代初頭の竪穴住居で、拡張している様子が窺える。拡張前の住居は直径6.Omの 円

形で、7本柱と考えられる。周壁溝が全周する。時期を特1定できる遺物の出土はない。

直径7.4mの 円形に拡張されており、拡張前の周壁溝は埋められている。8本ある柱のう

ち3本は、拡張前の埋められた周壁溝の上に立てられている。周壁溝の西側部分は一部 2重

になっている。東側には屋外に排水するための溝が設けられている。

長径1,2m、 短径1.05m、 深さ0.77mの規模で、土坑内には焼土、炭などが検出されたが、

壁面は火を受けた痕跡はない。中央土坑に繋がる溝の壁面に火を受けた痕跡が残る。

中心から放射状に掘られた幅10clll、 深さ18cmの 溝である。遺物は出土していない。屋内

を区画するために設けられた可能性がある。

直径4.7mの古墳時代初頭の円形竪穴住居で、4本柱である。周壁溝が全周する。
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Fig 522 SB07 平面図・ 断面図
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3.ま とめ

平面図・断面図 fig 525 SB08

4.4m×3.9mの方形の竪穴住居である。尾根側の東壁部で約20cm、 壁面の立ち上が りが

残存 していたが、谷側の壁は失われている。残る3辺には周壁溝が存在する。土坑は尾根

側の壁際にあり、焼土・炭が出土 している。柱穴と特定できる遺構はなく、構造は不明で

ある。弥生時代後期末から古墳時代初頭の遺物が少量出土 している。

今回の調査は、谷状地形と、その西側の尾根部に設営された 8棟の住居が検出された。

そのうち2棟は住居 と断定 しがたいが、規模等から住居である可能性が高い。東側の尾根

部では遺構が全 く確認できなかったが、谷部の遺物の出土状況から、本来は存在 したと考

えられる。遺物が未整理であるため、それぞれの住居の共存、前後関係等の検討は今後に

残されたが、弥生時代後期から古墳時代にかけての集落の立地を示す 1例 となった。
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fig 526 調査地全景 (南上空から)
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銘
丸62.

62 丸塚遺跡

労
塚遣跡

当該地は、区画整理事業の計画が進められており、事業地内の埋蔵文化財の有無につい

て平成 5年度に試掘調査を実施した。その結果、北側については弥生時代の遺構及び遺物

包含層が確認され、南側については弥生時代の遺物包含層は確認できなかったが、条里遺

構が存在する可能性が指摘された。

平成 7年 1月 17日 未明に発生した阪神・淡路大震災の復旧・復興に伴い、住宅地の確保

がさらに急がれることとなった。平成 8年 2月 に行われた確認調査では、今回の調査区の

北側に微高地が確認され、中世の遺構面と弥生時代から古墳時代の竪穴住居跡や土坑など

の遺構が検出されている。また、平成 8年 5月 には道路建設部分の1500♂について全面調

査をおこない、中世後半 (室町時代)の掘立柱建物跡数棟・柵・溝などと弥生時代の竪穴

住居跡 7棟・柱穴・土坑・溝などが検出されている。

平成 8年 12月 には、条里遺構が存在する可能性が指摘されていた南側について確認調査

を実施した。その結果、中世以前の洪水堆積に覆われた水田跡が検出された。

今回は遺跡範囲確認調査の結果を受けて、遺構面に影響を及ぼす道路予定地部分の3600

ぽについて全面発掘調査を実施し、遺跡の記録保存を図ることとした。
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1. は じめに

fig 527

調査地位置図
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2.調査の概要
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丸塚遺跡は櫨谷川と明石川との合流点の北側に広がる、標高12～ 15mの平野部に位置す

る。これまでの発掘調査により、中世後半 (室町時代)・ 古墳時代・弥生時代の遺構や遺物

が検出されている。隣接地には、居住遺跡や玉津田中遺跡が広がり、明石川を挟んで出合

遺跡が、櫨谷川を挟んで今津遺跡が所在し、一帯が遺跡集中地域となっている。
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調査の方法 今回の発掘調査は、道路予定地部分を①～③地点に区分し、①～④地′点・⑤地′点の一部分・

⑥地′点について実施した。なお、検出遺構の位置を表示するのに磁北に合わせた10m× 10

mの区画を設定し、北から南へA・ B,Cと し、西から東へ 1・ 2・ 3・ 。とした。

調査地の基本層序は以下のとおりである。 (fig.528)

第 1層 、暗黒灰色粘質上の近現代の耕作上である。第 2層、近世の陶磁器片を少量包含

する。淡灰褐色粘質上で、おそらく近世の耕作土と考えられる (第 1遺構面)。

第 3層、灰色～灰掲色粘質土で、ごく少量の東播系と思われる須恵器が出上している。

鉄分沈着層を確認でき、耕作上の可能性が高い。第4層 、灰色粘質土 (微砂)で、全域で

安定して確認することはできない(第 2遺構面)。 このため一部では第2と 第 3遺構面は明

確に分離できない部分がある。

第 5層、黄褐色洪水砂礫層である。調査区の全域を覆っている (第 3遺構面)。 第 6層 は、

灰色の洪水砂礫層で、この下層から水田畦畔 (上層水田 。下層水田)を検出した。

第 7層、水田 (第 4遺構面,上層水田)である。灰色～淡灰色粘質上、あるいは粘土で

あるが、その大半は洪水砂 (5。 6層 )に よって削平されており、確認できたのは6地′点の

北部と南部の一部に限られる。

第 8層、上層水田と下層水田の間の灰色洪水砂層である。S X24ではこの8層が埋土と

なっていた。第 9層、水田 (下層)で、灰褐色～灰色粘質土ないし粘土である。

第10層、水田 (下層)以前の褐色粗砂の洪水層である。6地点北半では確認できたおらず、

基本層序

調査区全域を覆う洪水ではなかったものと

判断できる。

第11層 、淡灰色～青灰色粘質上である。

直上が 9層 となる部分が多 く、畦畔を検出

することはできなかったが、この層が水田

として使用された可能性は否定できない。

第12層、淡灰白色粘質土。第13層 、灰色～

淡灰色粘土。第14層、青灰～暗灰色粘土。

各時代の状況  第 2層 内に

'可

原石を用いて築いた暗渠排水遺構を検出した。幅20cm、 深さ25～ 30cmの溝

近  世  を掘削 した後、15cm大の細長い礫を平行に並べ、その上に30cmの 間隔をおいて同様の礫を横

に渡 している。その上を8 cm大の円礫で覆い、さらに 3 cm大 の小礫を被せてある。平面プ

ランを完掘 したわけではないが、現在の水田に沿って「T」 の字もしくは「Ⅱ」の字がた

につ くられている。余分な水を主排水施設に流 し込むものではなく、地面にしみ込ませる

為の施設であると考えられる。

暗渠排水施設から江戸時代後期の陶磁器が出土 したことと、現在の耕作土が全 く入 り込

んでいないことから、江戸時代後期につ くられたものであると考えられる。暗渠排水施設

は、今回の発掘区域内だけでなく広範囲にみられることから、個人で作業 したのではなく

共同体主導のもとで敷設されたと考えられる。

江戸時代には享保の改革以降全国的に新田開発が盛んにおこなわれるが、九塚集落の成

立を含め関連性があるは、文献資料 と併せて追求してゆくことが今後の課題である。

fig 523 調査地上層断面図
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62.九塚遺跡

中   世  この時代の遺構は4層上面あるいは5層 (洪水層)上面で検出できる。実際には中世の遺

構面は2面あるのもと考えられる。しかし、4層 は全域で検出することができないため、中

世と考えられる遺構の大半は明確に分離することができない。

掘立桂建物  中世の遺構は、調査区北半では溝を数条、南半では掘立柱建物 2棟以上と土坑を検出し

た。C10区 の溝 5は幅5m、 深さ0。 9mの規模で、断面は浅い「U」 字形である。D12区で

検出した溝 6の断面形及び、埋土は溝 5と 酷似しているが、溝 6は袋状に収束する。これ

と同様な溝 (正確には土坑とするべきか)は調査区内の数力所で確認できる。いずれも埋

土は灰色系の粘土、もしくは粘質上で、流力は弱いか流れていない可能性が高い。
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fig 529 中世遺構面 遺構平面図



掘立柱建物13

S X26

」7区では掘立柱建物を2棟以上検出した。建物13は 4間 ×7間の総柱建物である。建

物は部材を抜 き取ったらしく、ピット内に明確に柱痕跡を確認できるものはなかった。ピッ

ト埋土からは土師器皿、須恵器椀、珪化木、柱部材、木片、木皮などが出土 した。これら

はほぼ同様な位置から出土することから、建物廃絶時に何らかの祭祀が執 り行われたもの

と考えられる。遺物の時期は12世紀後半に属する。

建物13の西側に主軸をそろえて S X26がある。 S X26は 長さ 5m、 幅約 lmの長楕円形

の土坑で、木製品や獣骨とともに多 くの土器が出土 した。遺物は土坑の東側の最下層から

まとまって検出された。

出土 した土器は完形率が高 く、いずれも正位置で、一部は積み重ねられた状態で出土 し

ている。木製品は薄い板状の羽子板に似た形状をしていること。獣骨も下顎骨が入ってい

ること。土坑は人為的に、かつ短期間に埋め戻されていることなどから、この土坑が祭祀

土坑であった可能性が高いと考えられる。この土坑から出土 した遺物は、12世紀中頃のもの

であり、建物13が機能していた時期に併行する。

fig 532 2 土坑 SX26 遺物出土状況

fig 530 掘立柱建物 SB13 検出状況 i g 531 掘立柱建物の柱材検出状況

■ i

|IFII'

fig 532 1  土坑 SX26
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62.九塚遺跡

古墳時代初頭  5。 6層以下に洪水砂礫層に覆われた状態で検出された。D12区周辺とK10区の一部につ

いては上層と下層の二面の遺構面がある。検出された遺構には、畦畔で区画された水田、

断面「V」 字形の溝、道状遺構などがあり、遺物には埋設された土器がある。

水田    上面と下面を併せて少なくとも76面の水田が検出された。水田は調査区南側でとぎれて

おり、現段階では水田域の南東端と考えているが、大畦畔になる可能性もある。この場所

から体部のほぼ半分を欠く長頸の壷形土器が出土している。時期は庄内期に属する。

水田は幅15～ 20cm、 高さ10～ 15cmの 畦畔で区画されたものであり、9♂～29ぽ までの広さ

がみられる。水口をはっきり持つものはなく、自然にオーバーフローさせていたものと考

えられる。畦畔は断面が半円形のものとレール形をしたものがみられる。畦畔の接続部分

は上層面が「T」 字形であるのに対し、下層面では「Y」 の字形に接するという違いが見

られた。無数の足跡が検出したが、稲作に係わる行動を復元できるものはなかった。
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fig 533 古墳時代初頭遺構面 遺構平面図



fig 534 古墳時代初頭遺構面 全景 fig 535 古墳時代初頭遺構面 水田

溝     E8区 (溝 10)。 G4区 (溝20)・ E12区 (溝31)で検出された。断面の形状および埋土

の堆積状況から同一の溝であると考えられる。上面の幅 2m下面の幅0,2m、 深さ1.5mの

断面「V」 字形をなし、下流の溝20で は幅、深さとも規模が大きくなっている。溝両側に

は、明瞭な形状ではないが大畦畔状の盛り上がりが認められ、その外側に不定形の湿地状

の空間をおいて水田が造られている。溝10と 溝31に は両側から流れ込む小溝が直交して取

り付いていた。また、溝31の 北側の大畦畔内には、庄内期に属する複合口縁壷の一個体分

の一部分が埋設されており、水辺での祭祀が行われていたことが窺える。

道状遺構  D13区から東西にのびる幅1.5mの道状遺構が検出された。両側の路肩はわずかに盛り上

(S X22)が つており、水田面からの比高は12cmを 測る。南側には幅約 lm、 深さ約10cmの 溝が道状

遺構に沿って掘られている。その下層、側溝の真下にあたる部分から工具痕 (S X24)が

検出された。幅は8～ 15cmで先端は「U」 の字形をしている。地面に対して47° ～65° の

角度で掘り込まれており、土に接する面は平らである。おそらく金属製の刃先を持つ鋤を

用いて掘られたものであると考えられる。

3.ま とめ    今回の調査では、古墳時代初頭・古代末～中世 。江戸時代後期の3面が検出された。

古墳時代初頭 (庄内式期)の文化層は、小畦畔で区画された水田が確認され、水田の取

排水に関わる大溝も検出や、それに取 り付 く不定形な湿地状の空間が存在することもわ

かった。大溝沿いの大畦畔内には複合口縁重が埋納された祭祀の場も検出された。特筆す

べきことは、道状遺構 (S X22)に沿う溝 (溝23)を 掘ったときの工具痕 (S X24)が検

出され、「U」 字形をした金属製の刃先をもつ鋤であることが復元できた。 今回調査した

範囲の地域は、古墳時代初頭には生産域であったことがわかり、これまでの調査によって

集落は北側に形成されていることが確認されているので、道状遺構が集落へ続いているか

どうかが当時の景観を復元する上で興味深い問題である。

中世の遺構面は、周辺よりも標高の高い位置に形成されている。検出された掘立柱建物

は、その廃絶に際して柱を抜 きとり、掘形内に土器や柱部材の一部などを入れており、当

時の建物建て替えに対する意識を知る上でも重要である。

事業地内には、約1,100♂の未調査地があり、今後、当地域の変遷を把握するために発掘

調査による正確な記録をおこなっていく必要がある。
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63 新方遺跡 丁の坪地点 第6次調査

63. 跡迫退
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丁の坪地点 第 6次調査

1.は じめに

fig 536

調査地位置図

1:2,500

2.調査の概要

第 1遺構面

S D101

fig 537

第 1遺構面

平面図

新方遺跡は、明石川流域の弥生時代中期の拠点集落の遺跡として者名であり、1982年 に調

査された丁の坪第Ⅱ地点では弥生中期、大日地点では古墳時代後期の玉造工房址が発見さ

れ注目された。奈良時代から中世にかけても集落の存続が認められ、中世では神出古窯址

群から搬入された瓦が出土する事で知られている。

今回の調査地は丁の坪第Ⅱ地点の北方約100mに 位置 し、1994年 に集合住宅の建設が計画

され建物基礎部分の調査 (第 5次調査)が行われたが、阪神・淡路大震災にともない設計変

更が行われ全面調査となった。調査地は標高10m前後の沖積地上に位置する。
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調査の結果 5面の遺構面が確認でき、西側には天丼川と思われる旧河道が検出できた。

溝状遺構を2条ずつ検出した。その他、ピットを数基が検出できた。この遺構面の直上か

ら12世紀から13世紀の土器が出土 してお り、その直後の時期と予想される。

調査区の北側を南北に走る溝条遺構である。幅は60cmか らlmほ どで、調査区の東の端

に枡状の膨 らみがある。埋土にシル ト質層やラミナ状に堆積も確認できるので、往時は水

が流れていた事が予想される。水田等に関係する灌漑施設であるう。
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第 1遺構面の10cmほ ど下層に確認できた遺構面である。調査区の北側を南北に走る溝状

遺構 と中央を南北に走る浅い落ち込み及び土坑が確認できた。

S D 101の 直下で検出できた溝状遺構である。土層断面で掘 り直 しの痕跡が認められ、

一度埋没 した後に掘 り直されて、S D 101と なったようである。遺構に伴うような遺物はみ

られなかったが、 S D101と の時期差はそれほど大きくないと考えられる。

東西80cm、 南北55cmの歪な長方形の上坑である。時期を決定づけるような遺物は出上 し

なかったが、銅製の円盤形の遺物が出上 している。

第 2遺構面から約30c14下 のシル ト質細砂

層で確認できた遺構面である。2間 ×2間

の掘立柱建物1棟の他、ピット、土坑が数基

確認できた。

2間 ×2間 の総柱の掘立柱建物である。

磁北にほぼ並行に建てられてお り、柱間は

1間 約1.5mか ら1,7mで桁行は東西約3.2

m、 南北約 3mである。柱穴からは弥生土

器が数点出土 しているが、遺構が弥生時代

の包含層にまで達 しており、時期を決定す

るものではない。
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fig 538

第 3遺構面

平面図

第 2遺構面

S D105

S K103

第 3遺構面

S B106
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fig 539 掘立柱建物 SB106 平面・断面図

第 3遺構面 掘立柱建物 SB106(中世)全景
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63.新方遺跡 丁の坪地点 第6次調査
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tig 542

第4避構面 平面図

第 4遺構面

S B01

fig 543

第4遺構面 SB01 平面・断面回

fig 544

第 4遺構面 SEO呵

ス

嶋
弥生時代中期の竪穴住居 3棟及びくピツト数十基、土坑数基が確認できた。また、調査

区北側壁面には住居址と思われる落ち込みが2基が確認できた。

東西約5.2m、 南北約5。 6mのやや歪な円形の竪穴住居である。中央土坑1基が検出されて

いるが、柱穴は平成 6年度調査の第5次調査において検出された東北側の 1基 しか確認で

きなかった。周壁溝は東側には存在しない。遺物は第肛からⅣ様式の高杯等の弥生土器が

出土している。また、炭化材が床面及び床面全面に張り付いた状態で検出できており、焼

失住居と考えられる。

ヱ才
比

＼
＼
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fig 545 SB02 平面図 fig 546 SB02

S B02    今回の調査では、この住居l■のおよそ1/2ほ どを調査 したものと思われるが、第5次調

査で南側を部分的に調査 してお り、それと併せて考えると、東西約5,4m、 南北約5,8mの

楕円形になるようである。中央土坑は今回、第 5次調査地においても検出できていない。

周壁溝は、今回の調査では北側の一部分にのみしか検出できなかったが、第 5次調査部分

では全て確認できているので、東側で途切れると考えられる。

柱穴は第 5次調査時も、今回の調査においても検出できなかったが、北東側に土器片が

多量に出土 したピットがあり柱穴の一つとなるかもしれない。遺物は第ⅢからⅣ様式の弥

生土器の他、石器類が数点出上 している。

なお、この住居址でも床面及び壁面の全体に炭化材が検出されたお り、 S B01と 同様に

焼失住居であると思われる。

fig 547

第 4遺構面全景
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fig 548 S803 平面図

fig 549 SB03

S B03-1

S B03-2

63 新方遺跡 丁の坪地点 第 6次調査

東西約7.8m、 南北約7mの倒卵形をなし、中央土坑は検出できなかったが、5次調査時の

トレンチ内にあった可能性 もある。いくつかピットが検出できたが、どれも住居址に伴う

ものではないようである。周壁溝は北側の一部分のみ確認できたが、今回の調査では壁面

の1/4ほ どしか確認できていないので、東側で途切れること以外はわからない。

直径約7.6mの ほぼ正円の竪穴住居址と思われ、中央土坑 1基 と柱穴と思われるピット2

本が検出できた。周壁溝は壁面が検出できた範囲で全て見られたが、東側では壁面があつ

たと予想される部分でも全 く検出できていない。床面には炭化材が全面に検出でき、SB

01、 02と 同様に焼失住居 と考えられる。

なお、 S B03の 土層断面から見てS B03-1よ りS B03-2の方が新 しいと判断でき、

S B03出 土の扁平両刃石斧は、出土位置、層序からS B03-2出土と考えられる。

一一
ヤ

一一
一

■
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S B04・ 05

第 5遺構面

S Pl13～ 116

S K124

3.ま とめ
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fig 550 第 5遺構面

一勢
ｉ

調査区北側壁面で確認できた住居址状の落ち込みである。調査区内にはごく一部 しか

入っておらず、平面による検出はできなかった。 S B04、 S B05と もに弥生土器を出土 し

てお り弥生時代の竪穴住居 と思われるが、詳細は不明である。

掘立柱建物 1棟 と溝状の遺構が数状及びピット、土坑が数基確認できた。

調査区の東側で検出できた 1間 × 1間 の掘立柱建物である。当初、個別のピットとして

調査を行ったが、検討の結果、掘立柱建物であると判断した。弥生土器以外の遺物は確認

できなかったが、弥生時代の包含層に掘 り込んでお り時期決定はできない。

調査区の南西側、旧河道の縁で確認できた土器廃棄土坑である。南北約1.5m、 東西約

1。 lmで倒卵形をなす。遺構内からは弥生土器片が多量に出土 しているが、遺物の検討は

行っていないので、現段階では時期ははつきりしない。

今回の調査では、弥生時代以後の時期に関しては目立った成果は得られなかったが、生

時代に関しては限られた面積の中で 4棟以上の住居l■が確認でき、丁の坪周辺における弥

生時代の集落のあり方について、一資料を提示できると思われる。

fig 551  第 5遺構面 SK124

fig 553 出土弥生土器
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fig 552 出土石器
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1. |よ じめに

fig 554

調査地位置図

1:2.500

2.調査の概要

基本層序

64 新方遺跡 東方地点 第 5次調査

しんぼう とう|よ う

64.新方遺跡 東方地点 第 5次調査

新方遺跡東方地点は、明石川と伊川の合流する地点の北東に位置 し、新方遺跡の中にあっ

てはその南端にあたる。これまでの調査は、昭和59年度に都市計画道路玉津鳥羽線築造に

関連する 3次の調査が今回の調査地のすぐ北側で実施されている。また、この玉津′島羽線

の北側の民間の事業所新築の際に第 4次調査が平成 2年度に実施されている。

これまでの玉津鳥羽線関連の調査では、南に流れる最大幅15m、 深さ1.2mの弥生時代前

期～中期を主体とする遺物を多量に含む河道が調査されている。しかし、集落に関連する

ような遺構は確認されておらず、遺跡の南端にあたることからも、集落の周辺にあたる地

点ではないかと推定されていた。

今回の調査地は、この第3次調査地の南に接する地点であり、調査された弥生時代の河道

の南側部分が出土することが予測されていた。調査は、民間の賃貸住宅の建設に伴 うもの

で、工事により遺構が影響を受ける範囲に限定 して発掘調査を実施することになった。

調査地はこれまで水田として利用されていたため、市街地の中での調査のような攪乱も

なく、層序に大きな乱れも認められなかった。層序としては、第 1層 (T.P=7.3m)が
水田耕作土、第 2層 (T,P=7.Om)が水田床土、第 3層 (T,P=7.3～ 6.8m)が遺物包

含層 (弥生時代の遺物包含層・黒色砂質土)と なり、遺構面 (T.P=6.6～ 6.8m)へいた

る。ただし、この第 3層 は地形が南へ緩やかに傾斜 していることや、部分的な削平を受け

てお り確認出来ない部分 (主 に調査地北側)も あった。

今回の調査では、これまでに確認されていた河道の他に、竪穴住居 2棟 (弥生時代中期・

終末期)土坑35基 (弥生時代中期・終末期 )、 溝状遺構 8条 (弥生時代後期～終末段階)、

性格不明遺構 (弥生時代終末段階)3基、ピット85個 などが検出された。

｀゙
_、蔦

検出遺構
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竪穴住居

S B01

S B02

東側の半分近 くが調査されたのみであるため規模については明確ではないが、直径約 8

m程度の円形の竪穴住居になるものと推定される。深さは15cmで 相当の削平を受けている。

内部には周壁溝はなく、ピットは15イ固確認されたが壁際の 3個が比較的しっか りしており

柱穴と考えられる。これから復元すれば、7～ 8個 の主柱穴で構成されていたものと推定さ

れる。遺物の出土が少なく、時期を決めうる資料 も少ないが、出土 した遺物の外面にはタ

タキロを残す甕片が含まれることから、弥生時代終末ころのものと考えられる。また、こ

の住居内からも碧玉の剥片が 1点出土 している。

東半分が調査区外にあるが、直径約 4mの不整円形の住居と推定される。深さ10cmで 、

S B01同 様に削平が著 しいことを物語っている。周壁溝はなく、ピットは 2個が確認され

ているが、後に掘 り込まれた土坑 S K29があ

るため内部構造については不明確である。

土器の出土は少なく時期を決めがたいが、

埋土からは多量のサヌカイ トのチップが出土

していることから、弥生時代中期の住居の可

能性が高いと考えられる。
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fi9 557 調査区遺構平面図
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fig 555 調査区全景
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fig 556 竪穴1主居 SB01
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64.新方遺跡 東方地点 第 5次調査

性格不明遺構 長さ1.9m、 幅35cm、 深さ15cmの 溝状の上坑で、弥生時代後期終末の土器が多量に据え

S X01  (捨 て?)ら れていたものである。遺構の最下部と周辺部に若子の上が認められた他は、

遣構の中はほとんど土器で埋められていた。祭祀的な意味合いも考慮する必要があろう。

S X02   -辺 3～ 4mの不方形部に最大幅1.Om、 2.5mの舌状の突出部を持つものである。深さは

10cm前後である。方形部にははピットヵ滋個確認されたことから、竪穴住居の可能性も考え

られる。舌状の突出部からは弥生時代後期終末の土器がまとまって出上している。

S X03

土坑

竪穴住居S B02に 一部が切り込まれているが、長径4.Om、 短径2.5m、 深さ10cm前後の

浅い楕円形の落ち込みである。この床面からは14個 のピットが検出されている。

土坑は総計35基ある。時期を決めうる資料の出土しているものは少なくが、少量出土す

る遺物から判断するかぎりでは弥生時代後期終末段階のものである。

弥生時代中期段階の確実な土坑はS K14・ S K15と S K33で ある。S K14は 、長径1.7m、

短径1.lm、 深さ30cmの楕円形土坑である。S K15は 長径1.Om、 短径80cm、 深さ30cmのや

や小型の楕円形土坑になる。この2基の上坑からは土器は小片が出上しているのみである

が、埋土から多量のサヌカイトチップや剰片が出上しており、このことから弥生時代中期

の遺構と判断したものである。S K33は 、長径1.lm、 短径80cm、 深さ10cmの 楕円形土坑で

ある。埋土から弥生時代中期前半 (第 Ⅲ様式前半)の壷が出土している。

fig 558 竪穴1主居 SB02・ SX03 fig 559 SX02

fig 560 SX01上 層遺物出土状況 fig 561 SX01下 層遺物出土状況
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調査区北半部 河道 SR01

一ヽ一一一一一，

河道 S R01

3.ま とめ
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fig 563 '可 建圭SR01

北側の肩部が未確認である。幅10m以上で深さは1.8mを 浪1る 。第 3次調査の河道 1に続

くものである。ほぼ北から南へ流れているが、この付近で東へややカーブするような形を

とる可能性がある。 埋土は上層 。中層・下層に区分することができる。上層には奈良時代

の須恵器片が出土することから、この河道の最終堆積は奈良時代であったものと考えられ

る。この堆積土には、シル ト質の強い土層の堆積が認められることから、水が

'留

まるよう

な状況があったのではないかと推定される。中層には弥生時代終末段階 (庄内式)～古墳

時代前期の遺物がまとまって出土 している。中層段階も堆積状況から比較的滞水に近い状

況にあったのではないかと推定される。下層にはこれまで確認されてきた弥生時代中期を

主体とする遺物が出土 している。弥生時代中期前半 (第 Ⅱ様式)の完形に近い土器などが

出土することはほぼ同様の成果であった。この中には紀伊型奏と呼称される甕なども含ま

れている。また、砂層の中からは、木製品が少量出土している。臼片や広鍬 (エブリ ?)、

加工痕のある木片などがある。注目されるものでは玉類の材料に使用されたと考えられる

碧玉の剥片が数点出上 している。石器類では石包丁なども出土 している。

そして、この弥生時代中期の河道の最下層付近では、弥生時代前期後半の遺物が所々出

土する部分がある。中期段階の流水に伴い前期段階の堆積物が削 られ、削 り残された部分

に前期の遺物が遺存 していたものと考えられる。

これまで実施された新方遺跡東方地点の調査では、集落に関係するような遺構は顕著に

確認されてはおらず、比較的遺構の希薄な地点ではないかと考えられてきた。しかし、今

回、竪穴住居をはじめとして多 くの遺構が確認されたことにより、この地域にも集落域が

拡がっていることが確認された。新方遺跡は現在この付近が遺跡の南端とされているが、

この南側や東側へも遺跡の拡が りがあるものと考えられ、新方遺跡の遺跡範囲が更に拡が

ることを明らかにする結果となった。また、今回確認された弥生時代後期後半の遺構や遺

物は、新方遺跡の中にあつては、比較的調査例が少なく、重要な調査成果である。

また、これまでの調査で確認されていた河道からは、これまで同様に弥生時代中期前半

を主体とする遺物が出土 しているが、今回の調査ではそれ以上に弥生時代終末から古墳時

代前期の遺物が出土 してお り、この河道の南側で検出された竪穴住居などとともに、弥生

時代後期終末の集落の様子の一部をうかがう手がかりとなるものである。
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65. 跡迫退
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七反田地点

65,新方遺跡 七反田地点 第 2次調査

第 2次調査

1.は じめに

fig 564

調査地位置図

1:2,500

2.調査の概要

塑m

七反田地区ではこれまでに昭和52年度の調査で弥生時代中期の上器、奈良・平安時代の

木器類が出土している。今回は集合住宅建設に伴 う擁壁工事によるもので、工事により文

化財が影響を受ける範囲について発掘調査を実施 した。調査地は明石川左岸の氾濫原に位

置し、標高は約 9mである。

Ａ堂

ｒ
猟

調査地の層序 (fig.566)は 1層 ～ 6層 が旧耕土及び床上で、7層 は一定の期間湿地状の

様相を呈し、弥生土器、中近世の土師器・須恵器を含む。8層 ～17層 も7層 と同様であると

思われ、黒灰色・黒褐色粘土・シル トによる堆積である。13、 18～22層 は青灰色細砂・シル

トによる堆積で13層 直上から古墳時代の土師器、奈良時代の須恵器が出土 している。 調査

地の北西側では、13層 の淡黒仄褐色砂質シル ト層から古墳時代後期～飛鳥時代の須恵器が、

15層 の黒灰色シル ト質細砂層から弥生時代前期後半の壺、中期初頭の甕等が出上している

がいずれも遺構の存在を確認することはできなかった。

以上の様な状況から、調査地付近は弥生時代～古墳時代には自然流路で、以後中～近世

期にかけては湿地であった可能性が考えられる。これらに含まれる遺物 も流れ込みによる

ものと考えられるが、調査地の近隣では遺構の存在が確認されていることや、今回出上 し

た弥生時代前期後半の壷は底部を穿孔 してお り、供献土器であると考えられることから、

付近に遺構が存在する可能性は高いものと思われる。

/

 `      7     ハ r
|      ノ′ヽく_ノ

fig 565 調査区平面図
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fig 566 調査区断面図



3.ま とめ 今回の調査では遺構の確認はできなかったが、弥生時代前期後半～中期初頭、古墳時代

後期～飛鳥時代、中近世の遺物を確認できた。特に弥生時代前期の資料はこれまでの調査

でも例の少ないものであり、新方遺跡の成立を考える上でも貴重な資料である。また、底

部を穿孔しており、墓址に伴う供献土器と考えられる。このことは、近隣の村中地区から

昭和59年度の調査で弥生時代中期前半頃の円形周溝墓が確認されていることから、付近一

帯に墓域が存在する可能性も考えられる。

fig 567 第15層 出土遺物と調査区堆積状況 fig 568 第15層 出土遺物

∂ 房

fig 569 出土遺物実測図

(|:ζ鼻雇ぎ昆ぜj.宿然
層
rt::蘊星器

6.痢 3層

)

▽
20cm 20cm

-332-



1 . |よ じめに

fig 570

調査地位置図

1:2,500

2.調査の概要

基本土層

66.新方遺跡 西方地点 第 2次調査

しんぼう せい|よ う

66.新方遺跡 西方地点 第 2次調査

新方遺跡は、山陽新幹線建設に伴う調査によって明らかになった遺跡で、昭和45年度の

調査では弥生時代中期初頭から鎌倉時代の遺物が多量に出土 し注目された。この後、数次

にわたり発掘調査が実施され、その度ごとに新方遺跡が大規模で重要な遺跡であることが

確認されている。

西方地点は、新方遺跡の南西端に位置 しており現在の明石川に近 く、当地点のすぐ西側

においては、同川の氾濫原が存在する。平成 5年度の試掘調査により、遺跡の広が りが確

認され、平成 7年度に第 1次調査が実施された。調査の結果、平安時代から鎌倉時代の掘

立柱建物が検出され、当時の流路の一端が確認された。 今回の調査は上池土地区画整理事

業に伴 うもので、工事により文化財が影響を受ける範囲について発掘調査を実施すること

になった。なお、便宜上調査区を 1区から6区 まで分け、本年度分は 3区～ 6区である。

k≪
＼ ち,θ

＼
引

/
/

玉

苺 ヘ

調査地は,明石川の左岸の氾濫原に位置し,標高は約 6mである。

調査地の基本土層は、1層耕土、2層床土、3層責灰色砂質土 (旧耕土)、 4層責灰色砂質土

(旧耕土)、 5層 暗灰色砂質シル ト、6灰茶色シル トである。

このうち4層 の旧耕土層に遺物が含まれており、5層上面で第 1遺構面を、6層上面で第

2遺構面を検出した。

IE丁津

μ
猶

河
原
＼
，

三
｀
津住
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第 1遺構面

掘立柱建物

S B01

掘立柱建物

S B02

掘立柱建物

S B03

第 1遺構面では掘立柱建物 6棟の他、溝、土坑、ピットを多数検出した。

桁行 5間、梁間 3間の東西に長い総柱建物で、柱間の距離は2.3mで ある。北側 2間分と

東側 1間分は、柱間距離が半分になってお り、この部分は縁束であると考えられる。柱穴

底には、礎板が敷かれているものが多 く、柱根が遺存 しているものもあった。建物の西側

を除く三方向には雨落溝が巡っている。

桁行 7間、梁間 2間 の東西に長い総柱建物で、各柱間に浅い柱穴があり束柱を持つ構造

と考えられる。柱間距離は2,3mで 、建物本体の柱穴の規模では径40～ 60cm、 深さは50～ 60

cm、 束柱は径30～ 40cmの規模で、深さは20～ 30cmで ある。根石や礎板、柱根が遣存するも

のがある。雨落溝もしくは敷地を区画するためと考えられる溝が建物の周囲に巡っている。

4区西端で検出した総柱の建物で、桁行 3間、梁間 3間のほぼ正方形の建物になる。柱

穴は径60～ 70cmの規模で、深さは50～ 70cmあ る。柱間の距離は約2.3mで ある。

0                    20m

fig 571 第 1遺構面 平面図 (平成 7年度調査地と合成)

亀
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66.新方遺跡 西方地点 第 2次調査

| | || | | |
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fig 572  SB01 ・ 02・ 03・ 04平雇三図
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fig 573 掘立4主建物SB01 '02 fig 574 掘立柱建物 SB02
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掘立柱建物

(S B04)

掘立柱建物

(S B06)

掘立柱建物

(S B07)

土 坑

(S K07)

土 坑

(S K08)

ピッ ト

桁行 6間、梁間 5間 の総柱建物で、南東隅に 1間分の張出しが付 く。柱間距離は約2.3m

である。柱穴は径30～ 60の規模で、深さは30～ 60cmあ る。柱穴の底には根石や礎板が遺存

しているものもあり,柱根が遺存 しているものもあった。

東西 2間、南北 2間以上の総柱建物で、調査区外に延びる。柱間の距離は、東西2.4m、

南北 2mである。柱穴は径30～ 40cmの規模で,深 さは30～ 40cmで ある。

東西 2間以上,南北 2間以上の総柱建物で、調査区外に延びる。柱間の距離は東西2.5m、

南北 2mである。柱穴は径30～ 40cmの規模で、深さは30～ 40cmで ある。

東西1.lm、 南北0.8m、 深さ0.3mの楕円形の上坑である。須恵器、土師器の他青磁合子

が 1点出土 している。墓の可能性が考えられが、断定できるようなものはなかった。

東西0。 8m、 南北1.8m、 深さ0.2mの 隅九長方形の上坑で、埋土中から須恵器、土師器の

完形の皿,小皿がまとまって出土 している。

建物としてまとまらないピットが多数ある。この中には根石や、礎板が遺存 しているも

のや、小皿を取 り囲むように須恵器の鉢の破片を立てかけて配置 している状態のピットが

検出されている。おそらく地鎮遺構であろうと推測される。

７５

魅
拶
″
　

島

村 掘立桂建物 SB01

静一一一４一一
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第 2遺構面

掘立柱建物

(S B201)

掘立柱建物

鋤 溝

出土遺物

66.新方遣跡 西方地点 第 2次調査

第 2遺構面では掘立柱建物 2棟の他、耕作に伴う鋤溝を多数検出した。

4区南端で検出した総柱の建物で、桁行 3間、梁間3間のほぼ正方形の建物になる。柱

穴は60～ 70cmの方形で、深さは50～ 70cmあ る。柱間の距離は1.3～ 1.4mである。

4区北端で検出した建物である。調査区外に延びているため規模は不明であるが、東西

3間、南北 2間以上の建物である。柱穴は短辺60cm、 長辺 lm程度の長方形で、深さは50

～70cmである。柱間の距離は東西1.9m、 南北2.5mで ある。柱根が良好に遺存しているも

のもあった。

幅30～ 50cm、 深さ10～20cmの溝で、調査区の各所から検出した。溝の方向は調査区周辺

の条里地割りの方向と概ね一致している。

遺物は、殆ど出土していないので、遺構の時期を決定することは困難であるが、第 1次

調査で同一面から平安時代の遺物が出土しているのでおそらく平安時代であろう。
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fig 579 第 2遺構面平面図
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3。 まとめ

fig 582

調査地金景 (北上空から)

鱒刊―廻
-0

!01                                                                       fig 581  S8201 ・202 平面図

当該地は、新方遺跡の中では南端部に位置しており、遺構の存在が希薄な場所であると

考えられていた。 しかしながら調査の結果、鎌倉時代の掘立柱建物が 6棟検出され、1次調

査と合わせると13棟 の掘立柱建物が確認されたことになる。中でも今回検出した掘立柱建

物 (S B01・ 04)は 、規模が大きく屋敷の母屋的な建物であると推定される。また、S B02

は細長い建物で、厩の可能性が考えられる。 S B03は 倉庫 と考えられる。 S B06・ 07は 一部

しか検出していないので建物の性格は不明である。

第 2遺構面でも掘立柱建物を2棟検出したが、 S B201は 倉庫と考えられる。 S B202は

一部 しか検出していないので建物の性格は不明である。これらのことからこの場所の土地

利用の変遷を追っていくと、平安時代には、一部分に集落を構成する建物が建ち始めたも

のの、大部分は耕作地として利用されていた。しかし鎌倉時代になると耕作地は宅地とな

り大規模な掘立柱建物が建てられるようになる。集落が拡大 したのか、それとも他の場所

から移動 してきたのかは、今後の周辺の調査によって明らかになるであろう。
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67 出合遺跡 第35次調査

67. 第35次調査

出合遺跡は、明石川の下流域の右岸、標高12～ 15mの沖積地と西側の台地縁辺に位置 し

ている。これまでに34次 にわたり調査が実施され、台地上では帆立貝式古墳や奈良時代の

井戸が検出され、沖積地では、弥生時代から中世までの遺構・遺物が検出されている。

今回の調査は、古墳時代中期の1可道が検出され、須恵器が多量に投棄された状態で出土

した第31次調査地の北側、道路の下水道管敷設予定地内で実施 した。

跡遺
か
ハ
ロ

で
出

1. |よ じめに

fig 583

調査地位置図

1:2,500

2.調査の概要

第 1遺構面
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盛土直下に中近世の遺物を含む暗灰茶褐色砂質土が堆積 している。A・ B区の暗灰茶褐

色砂質土下では水田畦畔を検出した。C区では、暗灰茶掲色砂質土が、南東部で比較的薄

く堆積 し、北西部では分厚 く堆積 していた。このC区北西部で柱列 1条を検出した。

A・ B区の第 1遺構面を南北に斜めに横切る水

田畦畔である。幅1.2m前後、高さ20～ 30cm前後で

断面の形は台形である。この水田畦畔と平行 して、

東側に幅60cm前後、深さ5cm前後の砂を覆土とする

溝を検出した。畦畔の方位は北24° 東を採ってい

る。

C区の第 1遺構面北西端で検出した。暗灰茶褐

色砂質上が凹地に落ち込み、この落ち込みの下面

で 6カ 所の柱穴を検出した。柱穴の間隔は1.5m等

間隔で南北に並ぶ。柱穴の規模は、径60cm前後の

円形で、掘形の深さは15cm前後と浅い。掘形内の

埋土内からは陶器片・土師器片・須恵器片が出土

した。

|| ‐‐<
＼

fig 584 第 1遺構面
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第 2遺構面

3. ま と

道

,青

'可

A・ B区では、水田に伴う整地層、C区では、掘立柱建物を伴 う整地層の下に弥生時代

～鎌倉時代の遺物を含む暗灰色粘質土が検出された。暗灰色粘質土の下層は堅い緑灰色砂

質上の地山となる。この地山を穿つて、A区では、上層と平行する溝を検出した。 C区で

は、調査区南部で,可道 1カ 所を検出した。

A区の第 2遺構面で検出した上層の水田畦畔に平行する溝は、幅70側前後、深さ2～ 5

cmの 断面U字状である。溝の覆土からは、古墳時代～鎌倉時代の須恵器片・土師器片が出

上 している。

C区の第 2遺構面の南部で検出した。幅12m、 深さ70cmを 計測する自然河道である河道

の北岸は急激に落ち込み、南岸は緩やかに落ち込んでいる。河道内の堆積層上層で弥生土

恥

ンヽ

して利用されたと推定される。

調査区の南西部では比較的遺物包含層が

残 り、柱列が検出され、居住区域として利

用されたと考えられる。しかしながら、鎌

倉時代以前の遺構面である第 2遺構面では

生活痕跡は残存せず、弥生時代に埋没 した

河道や遺物が散在するにすぎない。

水田畦畔

/

/

＼

プ

プ

＼

砥

イ
荘

第2遺構画
0             10m

fig 586 遺構平面図

第1遺構面

fig 585 第 1遺構面 全景
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1 本庄町遣跡 第 5次調査

Ⅲ.平成8年度の通常事業に伴う発掘調査

第 5次調査

本庄町遺跡でのこれまでの調査は、昭和59年 (1984)に 財国法人古代学協会・平安博物

館が調査 した第 1次調査で、弥生時代前期の水田、古墳時代後期の獣足跡等が検出されて

いる。その後昭和61年 (1986)の第 2次調査では兵庫県教育委員会の調査で縄文から近世

にかけての 5面の遺構面が確認された。主な遣構は縄文時代の貯蔵穴、弥生時代後期以降

の水田、中世の水田である。平成 4年 (1992)の 第 3次調査は神戸市教育委員会が実施 し

たもので、中世の水田、木製品が出土 している。また同じ年に高山歴史学研究所によって

第 4次調査が実施され、その時の調査では平安時代の建物、古墳時代の溝、縄文時代後期

の用途不明遺構が検出されている。

今回の調査は、神戸市立東灘のぞみ幼稚園 (旧深江幼稚園)の園舎増築に伴う調査で、

平成 4年 に実施 した第 3次調査地に隣接 している。

調査区の基本層序は、大きく分類すると上層から順に盛土・攪乱層、近世以降の畑、洪

水砂 となり、地表下約1.3mで 中世水田面 (第 1遺構面 )、 さらに厚さ40cm～ 1,4mの湿地状

堆積層の木製品等を含む遺物包含層があり、地表下約1.7m～ 2.5mで基盤層 (第 2遺構面)と

なる。

1. |ま じめに

fig 587

調査地位置図

1:2,500

2.調査の概要
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第2ト レンチ

第1ト レンチ

平滋 年度

20m

fig 588 調査区平面図

調査は遺物の混入する洪水砂下層までをバックホーで掘削し、その後人力によつて中世

水田面と思われる遺構面を検出した。水田畦畔は無かったが獣足跡を検出した。積極的に

水田遺構として認められるものは無いが、これまでの周辺の調査成果と合わせて考えるな

らば、水田として利用されていたと考えられる。

中世水田土壊を掘削すると、淡黒色シルト～砂質シルト層の堆積から板状の割材や角材、

九材、部材などの木製品が出上した。これらの木製品はその多くが、全面あるいは一部が

え化している。木製品は34点出上した。

木製品以外の遺物は須恵器、土師器、弥生土器が極わずか出土している。この遺物包含

層や下層の黒色シルト層は湿地の堆積物と考えられるが、調査区の南偵1か ら北西側にかけ

て、地形が低くなっていく分、堆積は厚みを増している。

基盤層となる灰褐色～灰白色の極細砂～中砂層は調査区の北西部で下がつている。遺構

精査を試みたが遺構は存在しなかった。
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fig 589 第 1ト レンチ北壁 断面図
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1.本庄町遺跡 第 5次調査

全景                     fig 591 第 2ト レンチ 木製品出土状況

第 2ト レンチは第 1ト レンチの北東側に位置する調査区で、幼稚園の園舎と園舎の間隙

での調査であった。調査区をガス管が横断している為に、その部分の調査は出来なかった。

便宜上調査区の東側を1区、西側を2区 と呼称した。

調査は第 1ト レンチ同様に、遺物が混入している灰褐色砂質シルト層までをバックホー

で掘削した後、人力で中世水田層までを掘削していった。この調査区でも水田畦畔は検出

されなかったが、1区で多くの獣足跡を検出した。中世に水田として利用されていたと考え

て良いであろう。

中世水田土壌を掘削すると、黒色シルト層の厚い堆積となり、木簡状板材、両端をえぐっ

てある板材、杭、曲物底板、板状割材などの木製品が出土している。この内、木簡状板材

は墨書は確認出来ないが、その形状が木簡に類似しているものである。木製品は40点出土

した。この下層には植物遺体が大量に堆積していた。

遺物包含層を掘削すると、灰白色の極細砂層の基盤層となるが遺構は存在しなかった。

fig 590

第 2

男 2ト レンチ

トレンチ

第 1遺構面

第 2遺構面

1.盛土・撹乱

2.暗灰色砂質ンル ト

3.黄橙掲色極細砂

4.淡黄掲色極細砂

5.淡茶掲色極細砂

6 淡灰褐色極細砂

7.暗灰色砂質シル ト

(旧耕作土)

細礫混入

細礫 鉄分合む

極細砂・細礫混入

0                         4m

fig 592 第 2ト レンチ北壁 1区東壁 断面図
8.灰褐色砂質シル ト 極細砂・細礫混入

9.暗灰色ンル ト (中世水田土壌)

上面に獣足痕跡あり

10.黒色シル ト (木製品を含む)

11.黒 色ンル ト (植物遺体を多く合む)

12.黒 色シル ト～灰白色極細砂

13.灰 白色極細砂 (洵汰良い)

fig 591 第 2ト レンチ 木製品出土状況
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3.ま とめ

出土木製品実測図

縮尺 1・ 2=1/2

今回の調査は、第 3次調査の成果と同じ結果となったが、第 1ト レンチで基盤層が北西

側から南側に向かって高くなる傾斜変換点が確認できたことは、当時の地形を復原する上

で貴重な資料となるであろう。

兵庫県教育委員会が、今回の調査地点の南側で行った深江北町遺跡の調査地では、レベ

ル的に高位になり、弥生時代や古墳時代の遺構が検出されている。この集落の存在する砂

堆が北側に低くなった低地が今回の調査地にあたり、古代から中世にかけて植物の群生す

る湿地が拡がっていたと考えられる。黒色シルト層から出土する木製品は、この湿地に何

らかの状況から埋没していつたものと思われる。木製品の時期は出土土器がわずかで、細

片のため時期を特定することは困難であるが、木簡の形状からも考えて古代のものと考え

られる。

その後、洪水砂によって水平となった部分に中世において、水田が拓かれていったと思

われる。これが今回の調査での第 1遺構面である。

今後、周辺の調査が進めば、さら詳細な地形復原が可能であり、生産遺構以外に木製品

を作った人々の集落も発見され得るであろう。
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日
日
日
日
日
日
日
出
日
日
Ｈ
Ｖ

シ

卿

fig 593

3・ 4・ 5=1/4  6=1/8
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1. はじめに

吉尾遺跡

fig 594

吉尾遺跡

調査地位置図

1:2,500

2.調査の概要
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2 吉尾遺跡 附物遺跡

よし お      つくもの

2.吉尾遺跡・附物遺跡

吉尾遺跡、附物遺跡は、人多川上流に形成された河岸段丘上に位置する平安時代から近

世に至る遺跡である。今回の報告は、回場整備事業に伴う発掘調査の記録であり、吉尾遺

跡から順に報告する。なお、吉尾遺跡は平成 7年度からの継続事業である。

吉尾遺跡は吉尾川が人多川に合流する付近に位置する遺跡で、人多川はここから北流し

た後、道場町で有野川、有馬川、長尾川と合流し、武庫川に流れ込み、大阪湾へと注いで

いる。この遺跡は人多川左岸に形成された河岸段丘上に拡がる遺跡と考えられ、これまで

に平安時代～江戸時代の集落跡が発見されている。

今回の調査は県営回場整備事業に伴う調査で、河川の付け替え部分について調査を行っ
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吉尾遺跡の調査は、平成 7年度からの継続調査である。調査地の基本層序は、耕作上、

床土、淡灰褐色砂質シル トの旧耕土の下層に中世の遺物包含層をベースとする第 1遺構面

(標高199.5m前後)が検出された。第 1遺構面の基盤層の下層には、責褐色シル ト質極細

砂の第 2遣構面検出面となる。この遺構面は、東側へ緩やかに下がり、調査区中央やや西

寄 りで検出された溝 S D02を 境に中礫、大礫を含む砂礫層 となる。
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fig 595 第 1遺構面 遺橋平面図

第 1遺構面  中世の遺物包含層を基盤層として、掘立柱建物が 1棟 とピットを数基検出した。南北 5

掘立柱建物 間 (7.6m)、 東西 5間 (6.2m)南 北棟の掘立柱建物である。南北の柱間は、1.3～ 2.lmで 、

S B01   東西の柱間は0,9～ 1.6mと ばらつきがある。西側には、半間分の庇が付 くと思われ、南側

には1間半分の小屋を設けていると思われる。南側の柱間の広い部分が出入口であつたので

イよなかろうか。

柱穴 S P34か らは須恵器の杯片、柱穴 S P07か らは須恵器の重片、柱穴 S P10では須恵

質の平瓦が出土している。柱穴S P15に は柱根が残っていたが遺存度は悪かった。また、

S B01に 付随する柱穴かどうか不明であるが、 S P12・ 13か らは礎石が出土している。

掘立柱建物 S B01の 時期は、柱穴からの出  _」 R  β_―頚一一φ半い__E

土遺物が細片であるため、時期を判定するの

は困難であるが、14世紀に属するであろうと

思われる。
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fig 597 掘立柱建物 SB01 平・断面図



2 吉尾遺跡 附物遺跡

遺構平面図

第 1遺構面のベースとなる明灰褐色砂質シル トの包含層を掘削すると、黄褐色シル ト質

極細砂の遺構面となる。精査の結果、溝 3条を検出した。調査区の東側は緩やかに下がつ

て行 き、西側は S D02を 境に中礫、大礫を含む砂礫層 となる。

S D01と S D02は 調査区の西から流れている溝で、途中で S D01と S D02の 2本に分かれ

ている。 S D01は 幅80cm内外で深さ15cm～ 20cmの溝で、埋土は灰褐色砂質シル トである。

S D02と の合流点より東側に向かい、地形が下がつて行 くに従い、溝は消滅する。

S D02は S D01と の合流点より南側に向かう溝で、幅40硼内外で深さ10cm～ 15cmで ある。

埋土は灰褐色砂質シル トで S D01と 同様である。

S D01と S D02の 時期は出土遺物より13世紀と考えられる。

S D03は S D01の 南側に並行する溝で、幅40cm内外で深さ15cm～ 20硼である。埋土は茶

褐色シル トで、底面は凹凸である。出土遺物が無いため時期は不明である。

fig 598 第 2遺構面

第 2遺構面

S D01

S D02

S D03

―プ

一 0                   10cm

fig 600 SD02出 土土器実測図fig 599 第 2遺構面 全景
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附物遺跡

fig 601

附物遺跡

調査地位置図

1:4,000

吉尾遺跡の南西 l kmに 位置する附物遺跡は、附物川が入多川に合流する付近の河岸段丘

上に立地する遺跡で、平成 2年 に入多中学校の管理棟建設に伴い初めて発掘調査され、近

世土坑、中世掘立柱建物等が発見されている。今回の調査は第 3次調査に当たる。

r…†

ざ規ワ

手 下`,巧

'

附物遺跡の調査は広範囲に渡るため、便宜上北から順にトレンチ番号を付 した。各調査

トレンチの調査状況の概要は、下記の表のとおりである。

調査区のなかで第 3ト レンチについては、遺構の密度は高 く、3棟の掘立柱建物が検出さ

れた。第 4・ 5。 6ト レンチからもピットが出土 したがいずれも散在的で、掘立柱建物 とし

てはまとまらなかった。

トレンチ名 遺 構 検 出 状 況

第 1ト レンチ 調査区東側が旧河道で削平され、遺構は存在 しなかった。

第 2ト レンチ 調査区北西端で短径78cm、 深さ14cmの 上坑を1基検出。

第 3 トレンチ

A区 :掘立柱建物 3棟、土坑 2基、溝 3条、ピット数十基。B区 :ピ ット3基検出。

土坑 S K01は 長径80cm、 短径68cm、 深さ12cmの 楕円形、 S K02は 長径 104帥、短径66cm、

深さ34cmの楕円形 (13世紀頃)。

第 4 トレンチ 調査区北端で直径20cm内外、深さ10cm内 外のピットを5基検出。

第 5ト レンチ 土坑 2基 (14世紀頃)、 溝 1条 (14世紀頃)、 ピット2基を検出。

第 6 トレンチ ピット1基 と幅6m、 深さ20cmの 落ち込み 1基検出。

第 7ト レンチ 南側から北側に緩やかに落ち込む自然地形を検出。最深部には植物遺体が堆積 していた。

第 8 トレンチ 標高222.70mの 調査地内最高部に位置するが、後世の削平か遺構は検出されなかった。

第 9 トレンチ
直径15～ 36cm、 深さ3～ 43cnaの ピット17基 を検出。東端の緩やかに落ち込む自然地形の埋

土からサヌカイ ト製の石鏃が 1点 出土 している。
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2.吉尾遺跡 附物遺跡

fig 602 第 3ト レンチA区 遺構平面図

第 3ト レンチ 第 3ト レンチA区では南半で遺構が集中し、掘立柱建物 3棟、土坑 2基、溝 3条、ピッ

S B01

S B02

S B03

S D01

S D02

卜数十基を検出した。

S B01は 1間 (2m)以上×2間 (7m)の総柱の掘立柱建物で、東側に半間の庇が付

くと思われる。柱穴の直径は40cm内外で深さは35cm～40cmで ある。時期は不明である。

S B02は 2間 (2.8m)× 2間 (3,7m)以上の総柱の掘立柱建物と思われる。建物の方

向は S B01と 同様である。柱穴の直径は22cm～ 30cm、 深さは9,9cm～48cmで あった。柱穴の

うち、 S P04に は柱根が残っていた。 S Po5か らは片口鉢が出上 した。出土遺物から13世

紀頃の建物と考えられる。

S B03は 1間 (2.7m)以上×3間 (10。 2m)の 総柱の掘立柱建物と思われる。柱穴の直

径は22cm～ 40cm、 深さは28.9c皿 ～55cmであった。柱穴のうち、S P02・ 03に は柱根が残って

いた。S P02か らは壺の口縁が、S P22か らは片口鉢が出土している。これらの出土遺物

より、14世紀頃の建物と考えられる。

S D01と S D02は S B03の 周囲を巡るように検出された溝で、S B03に 属する雨落溝で

あると思われる。溝の幅は35cm～65cmで深さは10cm。 この S D01、 S D02と S B03と の間

にピット列が検出されたが、柵状のものが存在していたと思われる。

S B01～ 03の先後関係判断しがたいが、S B02、 03の 出土遺物から考えて、S B02が先行

するものと思われ、S B03の 雨落溝と思われるS D02と 方向を同じくするS D03が、SB
01の ピットを切つていることから、S B01は S B03に 先行するものと考えられる。さらに

S B01と S Bo3の 柱間がほぼ同一であることから、時期差は無いと考えられる。以上のこ

とから推測して、掘立柱建物はS B02→ S B01→ S B03の 順に建てられたと思われる。

ピットは数十基検出されたが、建物を構成しないものの中で、S P01か らは片口鉢がほ

ぼ半個体出上している。13世紀のものであろう。また、S P08は 残りの良い柱根が出土して

いる。S P20か らは瓦器が出土している。S B03の 南側は緩やかに下がつて行き、削平を

受けているため、遺構は検出されなかった。
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fig 603 第 3ト レンチA区 全景 fig 604 第 3ト レンチA区 掘立柱建物 。柵

界 5ト レンチ

S K01

S K02

S D01

3.ま とめ

第 5ト レンチから第 9ト レンチは八多川をさらに300m逆上った地点に位置する。

隅九方形の平面形をし、一部が溝状に延びている。長辺 2m以上、短辺105cm、 深さ10cm

で、長辺の一部に長さ75cmに わたり溝状に飛び出す。時期は14世紀頃と思われる。

円形の土坑であると思われるが、調査区外に延びる。土坑の直径は1.7m、 深さ40cmで 、

20cm程 の生化木が出上している。時期不明であるが、S K01と 同時期のものであろう。

幅70cm内外、深さ20cm内外であった。溝の時期は出土遺物から14世紀頃と思われる。

今回の調査で注目すべきは、附物遺跡の第 3ト レンチで掘立柱建物が 3棟発見されたこ

とであろう。第 3ト レンチについては、遺構の密度は高く、それが地形的要因なのかどう

かは不明であるが、少なくとも、意識的に同一地区に居住し続けていたことは明らかであ

る。13～ 14世紀の集落構造を知る上でも、今回の調査は貴重な発見であつた。

吉尾遺跡の調査区においては、掘立柱建物が 1基のみ検出されたが、地形から見るがぎ

り、調査区の北側にさらに幾つかの掘立柱建物の存在が想定され、昨年度の第 2次調査と

もあわせ、当該期の集落址を考える上で貴重な発見であつた。

W5

ア

6

fig 605 第 3ト レンチA区 出土土器実測図

調 / ア 0                  10cm

SB03    4:SP08

8:SP01

ガ
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1.は じめに

fig 606

調査地位置図

1:4,000

.調査の概要

東-1ト レンチ

3 扉風遺跡 第10次調査

びようぶ

3.屏風遺跡 第10次調

屏風遺跡は、六甲山系の北側を西流する屏風川付近に分布する。川の両岸は未発達の河

岸段丘と丘陵からなり、平野は全 く見 られない。屏風地区は摂津国有馬郡に属するが、西

北狽1は播磨国美嚢郡に属する淡河町野瀬地区であり、まさに摂津・播磨国境の村であるω

当遺跡は過去の調査結果から、中世～近世にかけての集落遺跡であることが判つている。

今回は、屏風川左岸の丘陵部とその末端が調査の対象地となった。

平成 3年 4月 の圃場整備事業に伴 う試掘調査で今回の調査地を含む部分で遺構 。遺物が

確認された (東地区)。 また、平成 8年 1月 の試掘調査では、石組みを持つ近世墓地が確認

された (西地区)。 今年度は両地区の回場整備工事によつて破壊される部分について発掘調

査を実施 した。また、試掘調査の段階で調査必要と回容 した部分に再度、試掘坑および ト

レンチを設定 し、発掘調査面積の絞 り込みを計った。

＼‖ 
＼、、

ざ

/~

/コ

fri⑨懲鞣倫×
1,一→

うhlざ

工事が予定されている排水路とその末端の切土部分の調査を行つた。斜面の高い方 (南

東地区の調査 西側)か ら低い方 (北東側)に順番に 1～ 5ト レンチの番号を付 した。

長さ10m、 幅 4mの調査 トレンチで、南西側は削平を受け、北東側は分厚い盛土で整地

が行われていた。盛土より若千の土器が出土 したが、遺構は検出できなかった。

Ⅳ珍

挿鰯
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東-2ト レンチ  北半部で土坑 2基、ピット1基、浅い小流路 1カ 所を確認した。また、北東側の一部

を拡張した結果、掘立柱建物 l棟、土坑 2基、溝 2条、ピット1基 を確認した。

土坑 S K01 北端部で確認された直径65× 75cm、 深さ35cm、 楕円形の遺構で、底面に長さ50cm、 幅10

cm、 厚さ4 mtlの板材が入れられ、10～40cm大 の角礫 と土器がその上に投げ込まれていた。時

期は13世紀である。

小流路   北端部の上段で検出したが、下段では削平され確認できなかった。浅い小流路または落

ち込み状の自然地形 と判断される。この堆積土中から、13世紀の土器が集中して出土 した。

掘立柱建物 東西 3間以上、南北 1間以上の総柱建物で、柱間の距離は、東西 2～ 2.2m、 南北2.6m

である。なお、掘立柱建物は土坑 S K02, 溝 S D01,02を 切 り込んで造られている。

土坑S K03   直径1。 1× 1,3m、 深さ18cmの 楕円形の上坑で、底には木灰であつたと思われる暗灰色シ

ル トと炭が溜まっており、その上に10～40cm大 の角礫と土器を投入している。角礫には、

焼けたものがある。出土土器からみて、13世紀の遺構である。

S K04   S K03の 北側に接し、直径1.6× 1.8m、 深さ25cmの不整円形の上坑で、角礫と土器片が

投棄されているが、03ほ ど多くはない。13世紀の上器が出土している。

溝S D01,02  幅30～ 40cmの U字形の浅い溝である。いずれの溝も13世紀の上器が出土している。

＼

1 2m

fig 607 東-2ト レンチ SK01・ 03 平面図・断面図

聰｀

喚 。

F③
‐

fig 609 東-2ト レンチ 拡張部 全景fig 608 東-2ト レンチ SB01 平面図
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3.屏風遺跡 第10次調査

o                       40m

fig 610 東地区 2～ 5ト レンチ 平面図

Ｉ
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憔
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す

―

fig 611 東-2ト レンチ 拡張部 SK03 東-5ト レンチ 遺構絵出状況

-353-



東-3ト レンチ  西半部で近世～現代の水路 1条 と、東端部で中世の水路 1条 を確認 した。

溝 S D01    東端部で検出した長さ3m、 幅50cm、 深さ10～ 20cmの溝で、部分的に杭を打ち込んでい

る。南から北へ流れたと判断される。堆積土は灰色細砂で14世紀の土器を含んでいる。

東-4ト レンチ

東-5ト レンチ

南半部下段

土坑 S K01

東-5ト レンチ

拡張部

西地区の調査

西-1ト レンチ

近世の墓地l■

近世～近代の溝 と時期不明のピット3基が検出されただけであった。

北半部は遺構の密度は疎であり、南半部下段に遺構が集中していた。また、ここでは、13

～14世紀の土器を含む遺物包含層が確認された。

ここでは、ピット30基以上、溝 2条、土坑 2基が発見された。

1.5× 2.2m、 深さ30～ 40cm、 長方形の上坑で、埋土内から14世紀の土器が出土 した。

北端部で50× 70cmぐ らいの四角い礎石が 1基検出された。さらに周溝とも考えられる溝

が 1条確認され、礎石柱の建物が存在する可能性があると想定 した。この場所から5～ 6

m北西に南北朝～室町時代 ぐらいの五輪塔が祀られてお り、寺があったという伝承 もある

ことから、3× 7mの範囲で拡張を行ったが、ピットを1基発見 したのみであった。

試掘で発見された墓地址の調査を実施した。〔つF水路、道路、パイプライン予定部分〕

標高278m前後の丘陵頂部に位置し、眺望は良好な場所である。調査は、表土、盛土除去

後、墓地の石塔の基底石と判断される石組みを検出した。

墓地は、丘陵頂部を7× 8mの範囲でコの字形に削り、土手状の高まりを残している。

その高まりの両側に北東方向を正面とし、ハの字形に開く石列を当初は各 2列平行に6m

程並べていたようである。

石塔の基底石は、正面向かって左側で50× 80側の一部が欠けた一枚石が出上し (S T01)、

また右には、 100× 80cmの石組み (S T02)が造られている。S T01,02の 正面には、50cm

程度の平たい石が一対置かれ、供物台となっている。右側には 100× 100cm(S T03)、 70×

80cm(S T04)、 70× 90cm(S T05)の 石組みが造られている。また、S T02の 右側に、小礫

が集中するところが認められ、墓石が置かれていた可能性はあるが明らかではない。

左側奥は、地山が削り残されて土手状になっているが、墓石が建てられていた痕跡は残っ

ていなかった。左側手前部分 (南西側)に石を並べて3段の階段を設けており、北西側の

墓参道とつながる。また、階段の3段 目は 320× 80cmに わたって石を敷き詰めている。

f g 613 西-1ト レンチ 近世墓地全景 fig 614 西-1ト レンチ 近世墓地
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火葬関連遺構

西-2～ 7

トレンチ

3.屏風遺跡 第10次調査

墓地上の南西部分は整地による盛土層 となっており、炭やかわらけを多 く含む層がある

ことを試掘調査で確認 していた。

調査の結果、墓地を造成する以前の斜面地が確認され、その面に掘 り込まれた土坑が発

見された。土坑とその周辺からは大量の炭、かわらけ、陶磁器、金属製品 (鉄・銅釘、火

打金、刀子、鋏、金具、煙管、銅銭、絵銭)、 火葬人骨が出土 した。また、間層を挟んで

地山面でさらに 1基の土坑を検出した。土坑内とその周辺からは、かわらけ、陶磁器 (丹

波、肥前系陶磁器)、 鉄鎌、若干の火葬人骨が出上した。いずれの遺構 も壁面、底面は焼け

ていない。また遺物の出土状況はまとまりがなく、斜面上方から投げ込まれた様相を呈 し

ている。これらの状況から土坑は火葬址ではなく、火葬後の灰を捨てる穴であったと判断

される。因みに金属製品は納棺時に納められたらしく、焼けているものが多い。また、出

土 したかわらけ、陶磁器はすべて割れており、完形品は皆無である。

排水路、道路、パイプライン予定部分に、長さ6～ 20m、 幅 1～ 2mの トレンチを設定

し、調査を行ったが、遺構は確認されなかった。土層断面を観察すると、傾斜が急な地山

斜面上に褐色の土壌化 した土層が堆積 し (炭片、中世の土器を若干含む)、 その上に盛土層

が厚 く積まれて、水田土壌が水平に堆積 しているのがい くつか発見された。この一帯が水

田化するのはそれほど古い時代ではなく (お そらく江戸時代のある時期 )、 それ以前は一部

が畠地として利用されていたと想定される。
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3.ま とめ

東地区

西地区

東地区では、鎌倉～室町時代の遺構、遺物が確認された。 トレンチや試掘坑による調査

の結果、遺構の分布の密な部分 と疎な部分が明確であり、その間は、耕作地、水路が何層

も重なった状況を呈 している。つまり、水田や畠地の間に屋敷が点在する散村形態であっ

たようである。これは現在の風景とあまり異なっておらず、鎌倉～室町時代からこの地区

の景観はさほど変化 していないといえよう。

また、何枚か重なる水田層の下には、土壌化 した層が、地山斜面の傾 きに沿って堆積 し

ている状態が数力所確認されており、丘陵の緩傾斜をまず畠地として開墾 し、徐々に水田

化 していった過程が窺われる。上層の水田層や水路からの出土遺物と付近から検出された

遺構からみて、鎌倉時代の中期～後期にかけて開発の手 (畠 地化の開始)が入 りはじめ、

室町時代には水田化が進み、江戸時代には水田の安定化が完了したものと判断される。

西地区では、江戸時代中期の火葬関連遺構、中期～後期の墓地l■が確認された。火葬関

連遺構は、火葬 した骨・灰を捨てる穴であり、大量の炭やかわらけ、金属製品、火葬人骨

が出上した。これらの遺物から、当時の葬送儀礼の一端が窺われる。また、煙管や鋏の出

土は火葬された人物が男性、女性両方であつたことが想定される。

やがて、それらを整地して墓地が造られる。石塔の基底石の石組みが出上 した。5基の石

組みが確認できたが、実際はもっと建っていた可能性が高い。いずれも、墓塔のみが建ち

埋葬主体がない詣 り墓である。正確な時期は判らないが、江戸時代中期～後期に造られた

のは間違いない。

土層の堆積状況や遺物の出上の様子からみて、火葬関連遺構と墓地址については次のよ

うな造成・利用・放棄の過程が窺える。

①丘陵頂部が火葬場に選定され、南西の斜面に穴が掘られる。穴の中に火葬後の灰・骨、金

属製品、葬送儀礼に用いたかわらけ、陶磁器が捨てられる。

②丘陵頂部が整形され、平坦面を造り出したらしく、その土砂が斜面に捨てられる。それが

斜面の穴を埋める。さらにその上砂で斜面を若干整形し、かなり大きな二重の窪みを造り

だす。その窪みに炭、灰・骨、金属製品、かわらけ、陶磁器を大量に捨てる。

③斜面の窪みが捨てられたもので相当埋まった後、丘陵頂部がさらに整形される。斜面が埋

められて平坦面が拡張され、墓地が造られる。この段階で、火葬した痕跡は完全に削平さ

れている。

④並べられていた墓塔が明治時代以降の墓地整理によって移転し、基底石の石組みだけが残

され、今日に至る。

現在の屏風地区は、土葬が行われており、埋め墓と詣り墓を持つ両墓制が受け継がれて

いる。今回確認された火葬関連遺構は現在の葬法と隔たりがあることが判 り、注目される。

江戸時代の中期～後期にこの遺構が埋め立て、整地され、詣り墓が造られることから、こ

の段階に葬法の変化が起こったことが指摘できる。その理由は今のところ不明である。た

だし、この地での火葬が当時において普通的な葬り方であったかは判らず、極めて特殊な

葬法であった可能性もある。今後の類例の増加を待つしかない。
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1. |よ じめ |こ

fig 616

調査地位置図

1:2,500

2.調査の概要

4 屏風遺跡 第11次調査

びょうぶ

4.屏風遺跡 第11次調査

北区人多町屏風は三田から三木に抜ける街道筋に所在 し、旧摂津国と旧播磨国との境界

に位置 している。

屏風遺跡ではこれまでに10次 にわたる調査が実施されており、縄文時代の石器や中世後

半から末にかけての掘立柱建物や墓址のほか、最近の調査では近世の墓址なども発見され

ている。

今回の調査は新設のゴルフ場の進入路部分について実施 した。この進入路に関する調査

については、平成 4年度に実施 した調査で中世の掘立柱建物 2棟や土坑などを検出してい

るほか、昨年度に実施 した 9次調査でも中世の掘立柱建物 1棟などを検出している。調査

は残土置場の都合により、まず北半部について実施 した。最北端の田園部分については、

現況水路の擁壁保護等のため調査対象地から除外 した。その南側の調査区について調査を

実施 した。重機により耕土以下の上層を掘削 したが、耕土 。床上の下層には全面に盛土が

70c14程度堆積 しているほか、北側については流土を挟んですぐに地山面を検出した。地山

面の上面は人為的な改変を受けてお り、凹凸が激 しい。

ぐ多

一

拶
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fig 617 調査区平面図

S X01     調査区の南部で溝状の落ち込み 1ケ所 (S X01)を 検出し、内部より中世の須恵器坑や

土師器鍋などが出上 した。

幅50cm、 長さ1.5m、 深さ25cmを測る溝状の落ち込みである。中世の須恵器椀や土師器鍋

などが出上 している。土師器鍋から判断すれば、13世紀代の遺構と考えられるが、後世の削

平を著 しく受けており、遣構の性格等は不明である。

北半部の調査において当初予想された程に

埋蔵文化財の存在が確認されなかったことか

ら、南半部については トレンチ調査に切 り換

えて調査を実施 した。その結果、埋蔵文化財

は確認されなかった。また、現地形も既に一

部改変されて盛土が行われてお り、埋蔵文化

財が存在する可能性は低いと考えられ、調査

3.ま とめ

を終了した。

今回の調査では溝状の落ち込み1ケ所を検出したが、そのほかには埋蔵文化財の存在は

確認されなかった。地形的にも谷地形の谷底付近に位置していることに加えて、時期不明

ながら地山まで造成が及んだあと盛土を行い田圃として利用されており、埋蔵文化財の拡

がりは確認されなかった。従来の調査成果と考え合わせると、当遺跡の中心は北及び南の

高位の場所に位置するものと考えられる。

0             10Crn

fig 618 SX01出 土遺物 実測図
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1.Iよ じめに

fi9 619

西豊浦地区

調査地位置図

1:31000

2.調査の概要

5 宅原遺跡 西豊浦地区 宮之元地区

えいばら にしとようら みや の もと

5。 宅原遺跡 西豊浦地区・宮之元地区

宅原遺跡は、これまで北神ニユータウン関連事業、園場整備事業、道路建設事業に伴う

近年の調査で縄紋時代から近世に至るまでの複合遺跡として周知されている。

今回の調査は、汚水管布設工事により破損を受ける内法幅110cmの 部分について調査を実

施 した。

■四υイ「

″

n｀
＼学れiミくI・詳ミ」
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Ct>

調査区は大別 して、西豊浦地区と宮之元地区に三分される。西豊浦地区は、第 1～ 5調

査区に分かれ、宮之元地区は第 1・ 2調査区に分かれる。

長野川右岸の低段丘上の北端部に位置する西豊浦地区は当遺跡の最西端にあたり、平安

時代末期の橋梁状遺構などが見つかつている。また、長尾川右岸の丘陵から延びた低段丘

上に位置する。調査区は、5区 に分かれ、各調査区の状況の概要は、表 1に まとめたとお り

である。

公
も

女
片

イ
‖

調査区 検 出 状 況

第 1調査区

(A):中世遺物包含層下で、溝 4条、土坑 2基、ピット3基を検出。

(B)(C):溝 3条、ピット多数検出。

(D):溝 2条、土坑 2基、ピット2基を検出。以南では遺構、遺物は存在 しない。

第 2調査区 (E):土坑 2基 (S K01は鎌倉時代後半 )、 近世の落ち込み検出。

第 3調査区
(F):中世の落ち込み

(G):水 田畦畔、土坑 1基、溝 1条検出。 (水田埋土から中世の須恵器出土)

第 4調査区 (H):幅 60～ 70cm、 深さ40cmの東西方向の溝。 (古墳時代後期の須恵器・土師器出土)

第 5調査区
(I):径 1.lm、 深さ0.3mの焼土坑 1基 (中 世の上師器出土 )

以南は谷状地形 となり、古墳時代の須恵器、中世の須恵器・陶器が出土

表 1 西豊浦地区 遺構検出状況の概要 (A～ |は 、地点を表す)
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宮之元地区

fig 620

宮之元地区

調査地位置図

1:2,500

井戸 S E01

第 2調査区

(」 )で、第 1調査区 責灰色シル ト層の遺構面で井戸、溝 1条、土坑

__増
:

井戸の掘方の形状は、一辺3.5mの 隅九方形で深さ2.3mを沢1る 。井側は一辺約3.5mの方

形で、一辺に3枚の縦板を置き、上下 2段の横桟を渡 して組み合わせた横桟縦板形の井戸

である。井戸の上層からは、須恵器椀、土師器皿、青磁等が多量に出土 した。井戸の底部

には、曲物が一段据え置かれていた。これらの遺物からして井戸は鎌倉時代前半頃と思わ

れる。井戸の北側で検出した溝からは、鎌倉時代頃の須恵器が少量出土 した。

調査区の中央部 (」 )で、平安時代前半の須恵器、土師器を多量に含む遺物包含層下で

黄灰色シル ト層の遺構面で溝 8条、土坑 2基、不明遺構 3基、ピット多数を検出した。

椒
眈
Ｆ
脇
始

f g 621 宮之元地区 井戸 SE01絵 出状況 fig 622 同左の井戸枠構造の状況
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3.ま とめ

易勿 勿 ″易ケケ々

O
_               2蘭

fig 623 宮之元地区 井戸 SE01平 面図・断面図及び出土土器実測図 (1・ 3:須恵器  2:青磁)

5 宅原遺跡 西豊浦地区・宮之元地区

今回の調査は、西豊浦地区と宮之元地区の二地区に分けての広範囲に及ぶもので、宅原

遺跡の一端が窺えた。西豊浦地区の過去の調査では、古墳時代の溝で、杭列、護岸、井堰

が見つかっている。第4調査区で検出した東西方向の溝 も位置的には近接 し、出土遺物も時

期的には同じである。またこの調査区の近 くでは、この時期の水田も確認されている。 宮

之元地区においても、過去の調査で、7世紀代の竪穴住居、掘立柱建物、8世紀代の掘立柱

建物、12世紀代後半から18世紀代の掘立柱建物が見つかつていて、飛鳥時代・奈良時代前期・

鎌倉時代の集落がこの地に形成されていたものと考えられる。また、奈良時代前期の遣構

から出上 した木彫面、墨書土器からして官衛的な特徴をもつ遺跡といえる。今回の調査で

見つかつた井戸は13世紀代頃のもので、この時期の集落の一端を窺わせる資料となった。

検出された井戸枠部材については、樹種同定を行った。その結果、井戸枠材の各部位によっ

て、用材の樹種を選択的に採用 していることが明らかとなった。また、隣接する豊浦地区

で見つかつている井戸も13世紀代に相当し、都材構造 も類似 している。

以上のように、限られた調査範囲の中で過去の調査を追従する形の成果ではあったが、

宅原遺跡の集落の一端を確認することができた。

―

エ

ー

ー

、

Ｖ

Ｉ 〒

騨 耐
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宅原遺跡宮之元地区 (宅原下水)出土木材の樹種同定

1.は じめに   神戸市北区長尾町にある宅原遺跡 (宮之元地区)出土木製品について調査 した。これら

の木製品は12世紀の掘立柱建物に付随する井戸の横桟、横板、縦板、角柱、曲物、桟木計

31点 である。井戸の形状は一辺3.5mの 隅丸方形で、深さ2.3mである。井戸の一辺に3枚の

縦板 と上下2段の横板が組み合わされている。これらの木材の樹種を調べることにより、宅

原遺跡の木材利用を明らかにすることを目的として、樹種を調べた。

2.方法と記載  同定には、木製品から直接、もしくは切 り欠いたサンプルから片歯剃刀を用いて、木材

組織切片を横断面 (木 口と同義・写真図版 a)、 接線断面 (板 目と同義・写真図版 b)、 放

射断面 (柾 目と同義・写真図版 c)の 3方 向作成した。これらの切片は、ガムクロラールに

て封入し、永久標本 とした。樹種の同定は、これらの標本を光学顕微鏡下で観察し、原生

標本との比較により樹種を決定 した。これらの内、各分類群を代表させる標本については

写真図版を添付 し、同定の証拠とするとともに同定根拠を後述する。結果は、表1宅原遺跡

(宮之元地区)出土木製品の樹種同定結果に示す。なお、作成 した木材組織プレパラー ト

は、棚パレオ・ラボで保管されている。

同定根拠

モ ミ属 Abゲ盗 sp.PINACEAE 写真図版la～ lc

水平・垂直両樹脂道を持たない針葉樹。早材から晩材の移行は緩やかで、年輪界は明瞭。放

射組織は柔細胞のみからなり単列。その水平壁には単穿孔が多 く数珠状を呈す。分野壁孔

はきわめて小型で、1分野に 1～ 4個程度。

以上の形質より、マツ科のモミ属の材 と同定した。いずれも常緑高木の針葉樹である。

ア カマ ツ 司 %夕s ttι %sttθtt Sieb.et Zu∝ .PINACEAE 写真図版2a～ 2c

水平・垂直両樹脂道をともに持つ針葉樹。樹脂道の周囲にはエピセリウム細胞が見られ

る。早材から晩材への移行はやや急で、年輪界は明瞭。放射組織は、放射柔細胞と放射仮

道管と放射樹脂道からなり、単列と紡錘形のものがある。放射組織の上下端に放射仮道管

があり、水平壁には鋭角な鋸歯状の肥厚が考 しい。分野壁孔は大型の窓状で、1分野に 1～

2イ固。

以上の形質から,マ ツ科のアカマツの材 と同定 した。常緑高木の針葉樹で、北海道～屋

久島の温帝～暖帯にかけて分布する。

ツガ属 Ts″騨 sp.PINACEAE 写真図版3a～ 3c

垂直・水平両樹脂道のいずれも欠 く針葉樹材。早材から晩材にかけての移行はやや急で、

晩材部の量は多 く、年輪界は明瞭。放射組織は放射柔細胞 と放射仮道管からなり単列。放

射組織の上下端に放射仮道管を持つ。放射柔組織の水平壁には単穿孔が著 しく数珠状を呈

す。分野壁孔はごく小型の トウヒ型で 1分野に 1～ 4個存在する。

以上の形質により、マツ科のツガ属の材と同定した。ツガ属にはツガとコメツガ2種が含

まれるが、いずれも常緑高木の針葉樹である。

コ ウヤマ キ Sじケα,ψ狂埒 υιオケじゲ′肋勉 (Thunb.)Sieb.Ct Zucco SCIADOPITYACEAE 写真図版4a～ 4c

水平・垂直両樹脂道と樹脂細胞を持たない針葉樹。早材から晩材にかけての移行はやや

緩やか。放射組織は、単列ですべて放射柔組織から構成される。分野壁孔は小型の窓状。
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5.宅原遺跡 西豊浦地区・宮之元地区

コウヤマキは、本州 (福以上の形質により、コウヤマキ科のコウヤマキの材と同定 した。

島県隔離分布)～九州 (宮崎)ま で分布する常緑針葉樹である。

クリ C岱勉%ια ε紀%ιtt Siebo ct Zucc.FAGACEAE 写真図版5a～5c

年輪の始めに、やや放射方向に伸びた大型の九い管孔が一列に並ぶ環孔材。晩材部では、

小型で、薄壁の角張った管孔が、火炎状から放射状に配列する。道管の穿孔は単一。木部

柔組織は、晩材部で接線状から短接線状。放射組織は単列同性で、道管との壁孔は、対列

状を呈す。

以上の形質より、ブナ科のクリの材と同定した。クリは、北海道～九州までの温帯～暖

帯にわたって広く分布する落葉性高木、あるいは中高木である。

シキ ミ rJJんケ%物 α%λα紘%L.工 %JをケθS筋%Sieb.et Zucc.ILLICIACEAE 写真図版6a～6c

3.考察

極めて小型の角張った道管が均―に散在する散孔材。年輪のはじめに道管が一列に並ぶ

傾向がある。道管の大きさは、年輪内で変化がなく、年輪界は不明瞭である。道管の穿子し

は、横棒が非常に多い階段穿孔で、内壁に不明瞭な螺旋肥厚を持つ。放射組織は1～ 2列 で

異性。

以上の形質から、シキミ科のシキミの材 と同定 した。シキミは、本州 (宮城県以南)～

琉球の暖帯～亜熱帯に分布する。

今回調べた製品はS E01遺構 (12世紀)の横桟縦板形の井戸枠の構成材である。樹種同

定結果を木製品毎に分けて集計すると、都位毎に樹種が集中している事が分かる (集計結

果 :表 2)。

これらの木製品は部位毎に樹種 も異なる。四方の隅の角柱にはクリ材を (コ ウヤマキは

東辺の出上である。)、 横桟にはアカマツ、横板・縦板にはモミ属が選択されている。縦板

のツガ属や、横桟のコウヤマキは、補足的に使用されたのか、それとも、後年の補修等の

影響であるかどうかは現地での所見を含めた考察が必要である。

材質的には、クリ・アカマツは水湿に強 く、井戸枠の様な水湿が絶えないような箇所に

は適 している。モミ属は材質が軽軟であるが、8世紀の山王遺跡、弥生後期の岡山県の上東

遺跡など、井戸枠材での確認事例は多い (松葉。

鈴木 1997,島地他 1988)。 桟木は、検出点数が

1点のみであるので、意識的選択かどうかは不

明である。

今回の結果から、井戸枠の部位毎に木材選択

があることが分かった。横桟・角柱 。縦板の様

に、1点 だけ異なる樹種が使用されている部位は、

この部位が他の部材と同時期に使用された製品

であるのか、それとも後世の補修等による製品

であるのか等を踏まえた上で、性格を決定する

必要がある。

部位名

モ

ミ
己
儡

ツ
ガ
属

ア
カ

マ
ツ

コ
ウ
ヤ

マ
キ

ヒ
ノ
キ
属

ク

リ

ンヽ

キ
ミ

ミ

総
　
計

横 桟 6 1 7

横 板
ワ
イ 7

角 柱 1 4 5

曲 物 1 1

桟 木 1 1

縦 板 9 1 10

総 計 16 1 6 2 1 4 1 31
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表 2 宅原遺跡出土木製品の樹種同定結果

樹 種 遺物番号 遺物名 層 位 備  考

ク リ W―-22 角柱 S E01 北東隅

モ ミ属 W―-23 縦板 S E01 東辺一北端

モミ属 W-6 縦板 S E01 東辺一真中

アカマ ツ Vヽ-38 横桟 S E01 東辺十~段目

アカマ ツ ヽヽ「-26 横桟 S E01 東辺―一段目

モ ミ属 W-29 横板 S E01 東辺一二段目

モミ属 W-30 横板 S E01 東辺一三段目

ク リ W-4 角柱 S E01 南東隅

モミ属 W-1 縦板 S E01 南辺―東端

モ ミ属 W-2 縦板 S E01 南辺―裏側

モミ属 W-3 縦板 S E01 南辺―裏側

アカマ ツ W-8 横桟 S E01 南辺一二段目

モミ属 W-48 横板 S E01 南辺一一段目

モ ミ属 W-42 横板 S E01 南辺一二段目

ク リ W-40 角柱 S E01 南西隅

モ ミ属 W-45 縦板 S E01 西辺一北端

モ ミ属 W-43 縦板 S E01 西辺―真中

コウヤマキ W-35 横 桟 S EOユ 西辺―一段目

アカマツ W-7 横 桟 S E01 西辺一二段目

モミ属 lヽr-46 横 板 S E01 西辺一三段目

ク リ W-10 角柱 S E01 】ヒ雇ヨ「品

ツガ属 W-19 縦板 S E01 北辺一西端

モミ属 W-20 縦板 S E01 北辺―真中 (三分害J)

アカマ ツ W-9 横桟 S E01 北辺一二段目

モミ属 W-32 横板 S E01 北辺―一段目

モミ属 W-34 横板 S E01 北辺一三段目

シキ ミ W-47 桟木 S E01 】ヒ貨ユ

アカマツ W-39 横桟 S E01 南辺―一段目

ヒノキ属 W-51 曲物 S E01 最下層

モミ属 W-12 縦板 S E01 東辺一南端

コウヤマキ W―-25 角柱 S E01 東辺

引用文献 松葉礼子・鈴木三男.1997.多賀城市山王遺跡八幡地区出土木質遺物の樹種同定.山王遺跡 I.

多賀城市教育委員会.建設省東北地方建設局。180-191pp.

島地 謙・伊東 隆夫・林 昭三・鈴木 三男・光谷 拓実・布谷 知夫・能城 修― .

1988。 日本の遺跡出土木製品総覧,296pp,雄 山閣。東京.
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5 宅原遺跡 西豊浦地区 宮之元地区
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fig 624 宅原遺跡 (宮之元地区)の本材組織顔微銭写真 (
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fig 625 宅原遺跡 (宮之元地区)の木材組織顕微鏡写真 (2)



1. は じめに

6 勝雄遺跡 第 1次調査

かつ お

6.勝雄遺跡 第 1次調査

淡河町勝雄地区は、淡河町の西端に位置し、西は三木市志染町、北は美嚢群吉川町に接

する地域である。加古川の一支流淡1可 川は人多町屏風付近を源として西に流れ、淡河町の

谷平野を形成し、勝雄地区南西部にあたる谷の狭除部で北流して志染川に合流する。勝雄

遺跡は、この淡河川の中流域の右岸に位置し、淡河川の流域のなかで最も谷平野が発達し

た地域に占地している。今回の調査地は、比較的広い谷平野の北側、発達した河岸段丘の

突端に位置し、後背湿地との比高差はおよそ8.Omを波1る 。

今回の調査地南東部の自然堤防上には、鎌倉時代に勧請されたとされる淡1可八幡神社が

鎮座し、現在の社域となっている杜からは、室町時代の土師器皿・瓦片・須恵器片などが

出土している。また、淡河川の対岸には鎌倉時代～戦国時代の淡河氏の居城である淡河城

を望むことができる。

調査地付近は、昭和40年代から淡河天満宮を中心として、須恵器 。土師器などの遺物の

散布地として知られ、平成 6年度土地改良事業に伴つて実施された試掘調査においても、

天満宮と淡河人幡神社の周辺に設定した試掘坑から遣構・遺物が検出された。試掘調査の

結果をうけて、土地改良事業の実施設計がなされた結果、天満官の北側排水路 (第 1ト レ

ンチ)、 天神池西側の水田切上部 (第 2ト レンチ)、 第2ト レンチ西側の南北排水路の一部 (第

3ト レンチ)について調査を実施することとなった。

fig 626
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2.調査の概要

男 1ト レンチ

ピッ ト

S X01

全長 136m、 幅 3～ 4mの水路部分の調査区であるが、現況の側溝の保護のため、調査

不能の部分があり、実際に調査を実施 した幅は2.1～ 3.8mで ある。便宜的に北東側より 1

～ 4区の小地区を設定 して調査を行つた。

1区でピットを18基検出した。直径20cm前後のもので、深さは深いもので20硼程度であ

る。掘立柱建物としてのまとまりを確認することはできなかったが、なかには礎板と思わ

れる人頭大の石が 3個充填されていたもの (S P08)あ り、掘立柱建物の柱穴も含まれて

いると考えられる。ピット内からは少量の上器 しか出土 しておらず、不明であるが、中世

のものと考えられる。

4区で検出した落ち込みで、全体の形状は不明だが、長方形状に15× 3mの範囲にわたっ

て緩やかに削 り込んだ内部の5,7× 1.Omの 範囲を10～ 17cmの 深さで一段掘 り窪めている。

埋土からは、奈良時代後半～平安時代前半、中世の土器が出土 している。

＼

一3区

0                  0m

f g 627 第 1ト レンチ 遺構平面図
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第 1ト レンチー 4区 SX01



第2ト レンチ  基本層序は、耕作土・床土・旧耕作、その下層に室町時代・奈良時代の遺物包含層であ

る明灰色粘性砂質上が調査区全域に堆積していた。全体の傾向として、北西～南東に傾斜

して、所々に旧地形と考えられる落ち込みを検出した。この落ち込み内からは、室町時代

の須恵器などが出上していて、調査区全域を平坦に造る作業が行われたと推定される。調

査区南西部で検出した畦状遺構は、室町時代以降は水田化への痕跡と考えられる。
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fig 630 第 2・ 3ト レンチ 遺構平面図
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fig 631 第 2ト レンチ 全景

|:常
‐ |′ ,ii
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土

柱  穴

性格不明遺構

S X01

界 3ト レンチ

A  区

B～ D区

3.ま とめ

群   調査区の南部でも検出されたが、特に調査区中央部から北部で高い密度で検出された。

柱穴の多 くが、直径25硼前後、深さ20cm前後の円形の掘形であるが、中央北よりに検出し

た柱穴群は、一辺50cm前後、柱痕跡径20cm前後の方形の掘形で、柱の抜 き取 り痕跡の明瞭

なものも一部にある。柱穴群の上層からは、奈良時代後期後半の須恵器が比較的多 く出土

しているが、建物としてはまとまらなかった。

坑   検出された土坑の規模等は、以下の表にまとめたとおりである。

調査区南部で鍵形の溝状遺構を検出した。幅80cm、 深さ10cm前後で断面U字形である。

南側コーナー部で土師質土器が出土 した。

東よりA～ D区の小地区を設定 した。C区は第 2ト レンチと接 している。

3面の遺構面を検出した。第 1遺構面は、ピット8基 を検出した。S P08は 深さ28cmで、柱

抜 き取 り後に拳大の礫を数個投げ込んでいる。第 2遺構面は、溝状の落ち込みなどを検出

した。第 3遺構面は、ピット2基 を検出した。

B区では、ピット1基 を検出した。C区では、ピット、落ち込みなどを検出した。D区

では、2面の遺構面を検出した。第 1遺構面は、鋤溝状の遺構を確認 し、第 2遺構面では落

ち込み 3カ 所、畦 1条、ピット多数を検出したが、建物としてはまとまらなかった。

これまで北区淡河町地域における最 も古い集落例は、土地改良事業に伴う淡河城の調査

で発見された弥生時代後期末の頃と推定される竪穴住居址の例があるが、その実態は明確

でない。今回の調査では、建物の形態は明らかでないが、多数の柱穴を検出し、一部で奈

良時代の上器が検出された。この結果、淡河川右岸勝雄地区では遅 くとも奈良時代後期に

は開拓が開始され、中世段階には文献などにみられる寺領経営に組みこまれたと考えられ

る。その一部が、今回の調査で検出された柱穴群であると推定される。

醒
fig 632  身考2

遺構名 規 模 (m) 平面形 出土状況

S K01 長径1.2・ 短径0,7・ 深さ0。 25 楕 円 断面形舟底状。人頭大～拳大の河原石、須恵器出土
S K02 長径 1.2・ 短径0.4・ 深さ0。 21 長楕円 中央部が深 くなる。出土遺物な し

S K03 長径1.5・ 短径:0,7・ 深さ0。 10 不定形 断面形皿状。出土遺物なし。
S K04 長径3.0・ 短径1.2・ 深さ0。 20 不定形 断面形皿状。出土遺物な し

S K05 長さ3.6・ 幅  0.6・ 深さ0。 10 溝 状 断面形U字状。出土遺物なし。
S K06 長径2.8・ 短径 1.5・ 深さ0。 20 不定形 断面形皿状。出土遺物なし

S K07 長径 1.7・ 短径 1.1・ 深 さ0。 20 不定形 断面形舟底状。埋土から須恵器・土師器が出土
S K08 長径 1.7・ 短径 1.1・ 深さ0。 21 円 形 断面形皿状①出土遺物なし
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